
特　徴

自生環境

生育を脅かす要因

草丈１０～１５ｃｍほどの小さな１年草で、 田のあぜなど湿った場所
に多く見られます。 同じ仲間の外来種アメリカアゼナなどとよく
いっしょに生えています。 除草剤を頻繁にかけられるような場所
に生えるため、除草剤への耐性を身につけています。 地域によっ
てはアメリカアゼナに押されていると言いますが、 市内では今
のところ数は多く普通種です。

今のところ普通種ですが、 場所柄農
薬の影響を受けやすい傾向がありま
す。 また土地の乾燥化や、 同じ仲間
の外来種アメリカアゼナとの競争もア
ゼナにとっては脅威となります。

　双子葉類の特徴として、発芽のときに子葉が2枚、
そして本葉の葉脈は 「網状脈」 になっていると、
理科の教科書には書いてあります。もちろん多く
はその通りなのですが、自然の世界には必ず例外
がつきものです。アゼナもそのひとつ。双子葉類で、
発芽したときの子葉は２枚ありますが、本葉は網
状ではなく 「平行脈」 です。 ほかにもオオバコなど
が双子葉類なのに平行脈です。

双子葉類だけど平行脈

市内全域に分布し、 水田周
辺など湿った場所でごく普
通に見られます。

千葉県野田市の植物を動画で紹介！わぴちゃんねる
https://www.youtube.com/channel/UCJvrXBJegnWATWd-UZsNzCA

水田、湿地 など

果実は長さ 3.5mm ほどの先がツンととがった細長い形で、 横
から見たときの輪郭は上下対称になっています。 果実は熟すと
割れて砂粒のように細かいタネを落とします。

夏から秋にかけて、 葉のわきから長い柄をのばし、 その先に直
径６ｍｍほどの小さな花を 1 輪咲かせます。 花色はピンクっぽい
色が多いですが、 濃淡や色調には多少個性があります。 生え
る場所によっては閉鎖花しかつかないこともあります。

市内の分布状況
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